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〔

博
士

論
文
宇
旨
〕

イ

ギ

リ

ス

金
本
位
制
成
立

史

聯

日
次
序
幕
一

章

イ
ギ

ヤ

升

に

お

け

を

金
本
位
制
の

成
立
過
額

第
一

節

金
と

銀
と
の

闘
争

■
第
二

節

イ

ギ

リ
ス

に

お

け

る

金
貨
鋳
造
史

第
三

節

王
政

復
古
と

金
銀
複
本
位
制
の

成
立

第
四

節

ニ

ュ

ー

ト
ン

の

通
貨
改
革

策
五

節

一

七

七

四

年
の

金
貨
再
鋳
造
法
令
と

金
本
位
制

第
二

章

一

七

九
七

年
の

銀
行
制
限
条
例
の

背
景

第
一

節

イ
ン

ダ

ラ
ン

F

銀
行
か

ら

政
府
へ

の

貸
上
げ

第
二

範

ナ
ポ

レ

オ
ン

戦
争
開
始
よ

り

正

貨
支
払
停
止

ま
で

の

通

貨
･

金
融
･

為
替
事
情
の

推
移

第
三

節

正

貨
支
払
の

停
止

-
銀
行
制
限
条
例

第
三

草

地

金
魚
争
の

背
景

第
一

節

一

七

九
七

-
一

七

九
九
年
ま
で

の

通
貨
･

為
替
･

物

価
の

状
態

第
二

節

一

八

〇
〇

1
一

八
一

〇
年
ま
で

の

通
貨
･

為
替
･

物

第
四
豊
丁

第
一

節

第
二

節

第
三

節

依

光

良

価
の

状
態

イ
ン

ダ

ラ
ン

F

銀
行
制
限
条
例
の

撤
廃
へ

の

適

地
金
論
争
の

終
結

弟 第 第 第 第
八 七 六 五 四

節 節 節 飾 節

第
九
節

第
一

〇
節

一

八
一

〇
-
-
一

八
一

五

年
ま

で
の

穀
物
市
況

一

八

二
ニ

1
一

八
一

五

年
ま
で

の

輸
出
用
藷

商
品
市

況
の

強
調

一

八
一

四

1
一

五

年
以

降
の

穀
物
価
格
の

推

移

一

八
一

〇
-
-
一

こ

年
の

イ
ギ

リ
ス

の

通
貨
事
情

一

八
一

四

-
一

六

年
に

お

け
る

通
貨
状
況

銀
貨
改
鋳
問
題
と

リ
バ

プ

ー

ル

卿
の

提
案

一

八
一

六

年
の

金
単
本
位
法
(

リ
バ

プ

ー

ル

条
例
)

の

発
布

ソ

グ
ォ

リ
ン

金

貨
の

発
行

一

八
一

七

年
と
一

八
一

八

年
に

お

け

る

通

貨
事
情
な

ら

び
に
一

八
一

六

年

二
月
､

一

八
一

七

年
四

月
､

一

八

一

七

年
九
月
の

部
分
的
な

正

貨
食
換
開
始

弟

〓
節

部
分
的
正

貨
免
換
再
開
告
示
の

取
消
し

と

そ
の

当
時
の



通
貨
事
情

第

〓
一

節

一

八
一

九
年
の

正

貨
発
換
再
開
便
迭
研
究
秘
密
委
員
会

と
一

八
一

九
年
七

月
二

日
の

ビ

ー

ル

条
例
の

成
立

第

〓
ニ

筋

金
半
本
位
制
実
施
条
例
成
立
後
の

諸
事
情

第
五

草

恐

慌
と
ビ

ー

ル

銀
行
条
例

第
一

節

一

八
二

五

年
の

恐
慌

第
二

節

一

八
二

六

年
の

銀
行
条
例

第
三

節

一

八
三

二

年
の

委
員
会
と
+

八
三

三

年
の

銀
行
条
例

第
四

節

一

八
三

六

年
の

恐
慌

第
五

節

一

八
三

九
年
の

貨
幣
恐

慌

第
六

軒

通

貨
主
義
と

銀
行
主
義

･

第
七

節

一

八
三

九

年
の

委
員
会

第
八

節

一

八

四

四

年
の

イ
ン

グ

ラ
ン

ド

銀
行
条
例

索
引輸

文
-

冨
日

本
論
文
は

イ

ギ

リ
ス

の

金
本
位
制
が

確
立
さ

れ

る

ま

で

の

変
違
を

年
代

順
に

追
求
す
る
と

共
に
､

そ

れ
に

か

ら

ま
る

社
会
的
･

経
済

報

的
諸
関
係
を

解
明
し
､

特
に
一

九
世
紀
前
半
に

再
三

勃
発
し

た

恐
慌
を

防

止
克
服
す
る

目
的
で

形
成
さ

れ

た

は

ず
の

金
本
位
制
に

基
礎
を

お

く
近

代

.
金
融
機
構
が
､

所
期
の

目
的
に

反
し

て

そ
の

後
恐
慌
を

激
化
さ

せ

る

実
検

に

な
っ

た

点
を

重

視
し
､

果
た

し

て

マ

ル

ク

ス

が

｢

ビ

ー

ル

条
例
の

目
的

( 台3 ) 尭

は

恐
慌
を

克
服
な
い

し

緩
和
す
る
こ

と

で

は

な

く
､

イ
ン

グ

ラ
ン

ド

銀
行

が

そ

の

利
子

歩
合
を

引
上

げ
､

巨
利
を

得
る
こ

と
に

あ

?

た
+

と

述
べ

て

い

る

通
り

で

あ

る

か

香
か

を

史
実
で

検
証
す
る
こ

と
に

努
め

た
｡

従
っ

て

本
論
文
は

精
巣
的
に

は
､

一

八
四
四

年
ま

で
の
■
ィ

ギ
ヮ

ス

の

貨
幣
制
度
お

よ

び

発
券
制
度
な
ら
び

に

金
融
軋
紙
の

発
展
過
程
を

詳
述
し

て

ゆ

く
中
で
､

全
体
的
に

は

銀
行
学
派
に

加
担
し

乍
ら
､

ビ

ー

ル

条
例
の

理
論
的
支
柱
た

る

リ

カ

ー

ド
の

貨
幣
論
の

誤
謬
を

史
実
を

も
っ

て

論
破
し
､

ビ

ー

ル

条
例

の

も
つ

基
本
的
な
欠
陥
を

浮
彫
り

に

す
る
こ

と
と

な
っ

た
｡

本
論
文
を

構
成
す
る

各
室
T

の

要
点
は

次
の

通
り
で

あ

る
｡

第
一

革
､

七

I

〓
二

世
紀
は

貨
幣
史
の

空
白
時
代
で

あ
っ

た

が
､

十
字

軍
に

よ

り
コ

ン

ス

タ
ン

チ

ノ

ー

ブ

ル

か

ら

金
を

貨
幣
と
し

て

使
用
す
る

伝

統
が
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

に

伝
え

ら

れ
､

近
代

貨
幣
史
が

は

じ

ま
っ

た
｡

し

か

し

一

三

-
一

四

世
紀
の

西
欧
諸
国
で

は

銀

貨
が

計
算
貨
幣
で

あ
っ

た
｡

各
国

で

は

金
銀
法
定
此

価
が

定
め

ら

れ

た
が
､

そ
れ
が

ま

ち
ま

ち
で

あ
っ

た
･の

で
､

世
界
的
に

金
銀
闘
争
の

歴
史
が

展
開
さ

れ

た
｡

イ

ギ

リ
ス

で

は
一

八

一

六

年
わ

金
半
本
位
制
の

制
定
に

よ
っ

て

金
の

健
位
が

決
定
的
と

な
っ

た
｡

第
三

章
､

一

七

九
三

年
と
一

七

九
七

年
の

恐
慌
は

地

方
銀
行
の

脆

弱
さ

に

起
因
す
る

と
こ

ろ

が

多
か
っ

た

が
､

イ
ン

グ

ラ

ン

ド

銀
行
は

自
己

防
衛

に

没
頭
し
て

地

方
銀
行
に

対

し

て

何
ら
の

援
助
も

行
わ

な
か
っ

た
｡

に

も

掛
ら

す
イ
ン

グ

ラ
ン

ド

銀
行
の

金
準
備
は
､

戦
争
に

よ

る

政
府
の

莫
大
な

対

外
支
払
､

そ

れ
に

基
づ

く

為
替
相

場
の

悪
化
､

貸
上
げ

の

累
積
な

ど

で

枯
渇
し
､

銀
行
は

窮
地

に

陥
り
､

つ

い

に
一

七

九
七

年
三

月
三

日
､

正

貨

支
払
制
限
条
例
の

発
布
と
な
っ

た
｡

第
三

革
､

正

貨
支
払
制
限
時
代
の

う
ち
比

較
的
に

平
穏
な

時
期
で

あ
っ

た

前
半
の
一

七

九
七

-
一

八
一

〇

年
に

お

け
る

通
貨
為
替
物
価
の

状
態
を

取

扱
り

た
｡

小

麦
価
稗
で

代
表
さ
れ

る

当
時
の

物
価
や

為
替
相
場
金
価
格

な

ど
の

騰
落
は
+

す
べ

て

戦
争
と

天
候
と
に

よ

る

特
殊
な

患
済
現
象
に

よ

淵

+
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る
も

の

で

あ

り
､

不

換
銀
行
券
発
行
数
皇
の

増
減
に

よ

る

も
の

で

な

か
っ

た
こ

と

を

史
実
で

論
証
し
､

リ

カ

ー

F

の

通
貨
数
量
説
が

妥
当

性
を

欠
く

こ

と

を

明
ら

か

に

し

た
｡

第
四

革
､

正

貨
支
払
制
限
時
代
の

う
ち
地

金
委
員
会
の

成
立
し

た
一

八

一

〇

年
以
降
､

金
半
本
位
制
の

実
施
さ
れ

た
一

八
二
一

年
五

月
ま
で

の

波

乱
に

と

む

時
期
を

取
扱
っ

た
｡

こ

の

時
期
に

つ

い

て

も
､

リ

カ

ー

ド

理

論

で
い

う
と
こ

ろ
の

｢

銀
行
券
発
行
高
の

増
減
1
物
価
の

騰
落
-

為
替
相
場

の

下
落
な
い

し

上
昇
1

金
価
椿
の

騰
落
+

と
い

う
動
き
は

み

ら

れ

ず
､

む

し

ろ

正

反
対
の

現
象
が

生

じ
た
こ

と

を

明
ら

か
に

し

た
｡

な
お
､

こ

の

期

間
に

成
立

し
た
一

八
一

六

年
の

金

串
本
位
法
､

一

八
一

七

年
の

ソ

グ
ォ

リ

ン

金
貨
発
行
､

並
び

に

正

貨
支
払
再

開
措
置
の

経
緯
に

つ

い

て

も

関
記
し

た
｡

第
五

草
は

六
つ

の

節
に

分
け

て

論

述
し

た
｡

第
一

節
､

一

八

ニ
ー

年
の

正

貨
支
払
再
開
に

よ
っ

て

イ

ギ

リ
ス

金
本
位
制
の

基
本
的
骨
組
み

は

成
立

し

た

が
､

ま

だ

イ
ン

グ

ラ
ン

ド

銀
行
を

枢
軸
と

す
る

全
国
的
な

借
用
組
織

の

整
備
さ

れ
て

い

な
い

状
態
で

は

金
本
位
制
は

十
分
に

そ
の

機
能
を

発
揮

し

ぇ

な

か
っ

た
｡

か

か

る

観
点
か

ら

す
れ

ば
､

イ

ギ

リ

ス

金
本
位
制
が

完

成
し

た
の

は
､

一

八

四

四

年
と
い

う
べ

き

で

あ

ろ

う
｡

ま

た

イ
ン

グ

ラ
ン

ド

銀
行
は
､

允
換
再
開
当
時
ほ

も
と
よ

り
の

こ

と

そ
の

後
も

長
く
､

中
央

銀
行
と

し

て

の

自

覚
を

も
っ

て

い

な
か
っ

た
｡

彼
ら

は
一

国
の

通
貨
価
値

に

対

し

影

響
を

及
ぼ

す
実
力
も
責
任
も
な
い

と

考
え
､

銀
行
の

利
益
を

優

先
さ

せ
､

採
算
上

有
利
で

あ

れ

ば

無
統
制
な

信
用
放
出
を

平
気
で

行
っ

た
｡

こ

れ
は

投
横
の

盛
行
を

も

た

ら

し
､

先
ず
一

八
二

五

年
の

恐

慌
を

勃
発
せ

し

め

た
｡

一

八
二

五

年
の

恐

慌
と

そ
の

後
遺
症
と
に

痛
め

つ

け

ら

れ

る

中

で
､

人
々

は

第
一

に
､

恐
慌
防
衛
策
と
し

て

発
券
銀
行
の

集
中
と

免
換
確

お

保
の

必

要
を

痛
感
し

た
｡

ま

た

第
二

に

は
､

生

産
構
造
に

照

応
す
る
一

般

3

銀
行
の

整
備
が

急
務
で

あ

る
こ

と

を

痛
感
し
､

一

八

二

六

年
､

三

三

年
の

株
式
魁
織
銀
行
の

設
立
と

運
営
方
式
の

決
定
と

な
っ

た
｡

更
に

人
々

は
､

イ
ン

グ

ラ
ン

ド

銀
行
は

割
引
市
湯
で

の

有
利
な

地

位
を
一

般
銀
行
に

移
譲

す
べ

き

も
の

と

考
え
､

そ
の

結
果
､

同

銀
行
は
ロ

ン

ド
ン

短
期
利
子
率
お

よ

び

世
界
の

短
期
利
子
率
を

指
導
す
る

方
向
へ

と

進
む
こ

と
に

な
っ

た
｡

第
二

節
に

お
い

て
は
､

一

八
二

六

年
の

条
例
成
立
過
程
の

諸
事
情
に

言
及

し
､

小

額
券

発
行
撤
廃
条
例
と

銀
行
組
合
法
に

つ

き

閲
読
す
る
と

共
に
､

株
式
紅
織
銀
行
が

盤
備
さ

れ
､

イ
ン

グ

ラ
ン

ド

銀
行
が

支
店
網
を

拡
充
し

て

行
く
こ

と
に

よ

り
､

イ
ン

グ

ラ
ン

ド

銀

行
が
､

ロ

ン

ド
ン

の

銀
行
か

ら

脱

皮
し
て
､

イ
ギ

リ
ス

全
体
の

近
代
中
央
銀
行
へ

､

イ

ギ

リ
ス

金
本
位
制

の

主

軸
金
融
機
関
へ

と

躍
進
す
る

過
程
を
み

た
｡

第
三

節
､

一

八

三
三

年

に

銀
行
特
許
状
が

期
限
満
了
と

な

る

た

め
､

そ

の

更
新
処
置
を

研
究
す
る

調
査
委
貞
会
が
一

八

三

三

年
に

成
立
し
た
｡

委
員
会
は

そ
の

任
務
に

即
し

て

多
数
の

証
人

調
べ

を

進
め
､

銀
行
制
度
に

関
連
す
る

多
く
の

統
計
的
事

実
を

集
め

た

が
､

選
挙
法
改
正

直
後
の

興
奮
し

た

国
内
事
情
に

鑑
み

て

報

告
書
を

作
成
し

な

か
っ

た
｡

し
か

し

委
員
会
の

証
言
を

基
礎
に

し
た

法
案

が

作
成
さ

れ
､

一

八
三

三

年
の

銀
行
特
許
条
例
の

成
立
と

な
っ

た
｡

こ

の

条
例
で
､

株
式
組
織
銀
行
は

発
券
を

し

な
い

こ

と
を

条
件
と
し
て

ロ

ン

ド

ン

へ

進
出
す
る
こ

と
が

認
め

ら

れ
､

イ

ギ

リ
ス

ほ

金
融
制
度
史
上
新
時
代

に

入
っ

た
｡

ま

た

イ
ン

グ

ラ
ン

ド

銀
行
券
は

法
貨
と
し

て

強
制
通
用
力
を

凧
与
さ

れ

た
｡

更
に

恐
慌
を

防
止
す
る

た

め
に

は

手
形
割
引
を

自
由
に

操
.

作
し

う
る

必
要
が

あ
っ

た

け

れ

と

も
､

従
来
は

高
利
禁
止

法
で

五

%
以

上



へ

の

引
上

げ
が

禁
止
さ

れ

て

お

り

不

如
意
で

あ
っ

た
｡

し

か

し
こ

れ

も
い

ま
や

可
能
と

な
っ

た
｡

恐

慌
の

防
止

を

目
ぎ

す
一

八

三

三

年
の

条
例
は

金

融
制
度
史
上

劃
期
的
な

も
の

で

あ
っ

た
｡

し

か

し

恐
慌
を

阻
止
し

ょ

う
と

す
る

目

的
は

達
せ

ら

れ

な
か
っ

た
｡

第
四

節
､

第
五

節
､

一

八
三

三

年
か

ら

三

六

年
ま
で

の

大
豊
作
に

刺
激
さ

れ

て

景
気
が

高

揚
し
､

ま

た
そ

の

他

の

諸
要
因
に

支
え

ら
れ

て
､

イ

ギ

リ
ス

は
ブ

ー

ム

に

入
っ

た
｡

し

か

し

ア

イ
ル

チ
ン

ド

に

パ

ニ

ッ

ク

が

発
生

し
､

そ

れ
が

ラ
ン

カ

シ

ャ

l

と
ロ

ン

ド

ン

へ

波
及
し
､

恐
慌
は
一

八

三

七

年
六

月
に

最
高
潮
に

達
し

た
｡

一

八
三

九
年
に

も

英
米
に

貨
幣
恐

慌
が

発
生

し
た
｡

イ

ギ

リ
ス

で

は

貨
幣
恐
慌
は

ロ

ン

ド
ン

と

主

要
商
業
地

域
だ

け
に

限
定
さ

れ

た

が
､

イ
ン

グ

ラ

ン

ド

銀

行
は

支
払
停
止
に

陥
る

ば
か

り
の

と
こ

ろ

ま

で

追
い

つ

め

ら

れ
た
｡

第
六

節
､

一

八

三

六

年
恐
慌
に

よ

る

多
数
の

破
産
に

関
し
て

イ
ン

グ

ラ
ン

ド

銀

行
と

地

方
銀
行
･

株
式
範
織
銀
行
と
の

間
で

責
任
の

な

す
り

あ

い

が

始
ま

っ

た
が
､

一

般
は

三

六

年
と

三

九

年
の

二

回
に

わ
た

る

恐
慌
の

責
任
者
は

イ
ン

グ

ラ

ン

ド

銀
行
で

あ

る

と

な

し

非
難
轟
々

で

あ
っ

た
｡

こ

の

二

回
の

恐

慌
で

惹
起
さ

れ

た

論
争
が

通
貨
論
争
で

あ

る
｡

論
争
の
一

派
た

る

通
貨

学
派
の

主
張
に

よ

れ

ば
､

商
品
数
量
が

不

変
の

と

き
に

貨
幣
数
量
が

増
大

報

す
れ
ば

商
品
価
椿
は

騰
貴
す
る
｡

銀
行
券
発
行
高
が

増
大
す
れ

ば

通

貨
価

値
は

低
落
し
､

商
品

価
椅
は

騰
貴
し
､

正

貨
は

国
外
へ

洗
出
し

投
機
が

盛

行
し

て

遂
に

恐

慌
に

導
か

れ

る
｡

だ

か

ら

銀
行
券
発
行
を

法
律
で

統
制
す

べ

き

で

あ

る

と

主
張
す
る
｡

彼
ら
は

貨
幣
は

流
通
手
段
と

し
て

の

み

機
能

兼

す
る

も
の

と

考
え
､

国
家
耗
幣
と

銀
行
券
と

を

同
一

視
し

た
｡

ま

た

貴
金

り

属
の

流
出
入

と

退
蔵
貨
幣
と

の

関
係
に

つ

い

て

も

無
知
で

あ
っ

た
｡

こ

れ

ぺ

き

も
の

で

は

な

く
､

為
替
手
形
や

小

切

手
は

貨
幣
の

横
能
を

十
分
に

果

た

す

も
の

で

あ
る

と

主
張
し
､

銀
行
券
と

国
家
紙
幣
を

区
別
し
､

銀
行
券

は

食
換
性
が

確
保
さ

れ

る

限
り

過
剰
発
行
に

は

な
ら

ぬ

の

で

別
に

法
律
で

規
制
す
る

必
要
は

な
い

､

と

主
張
し
た
｡

ま

た

輸
出
入

貴
金
属
は

退
蔵
貨

幣
量
に

は

関
係
が

あ

る
が
､

流
通
貨
幣
量
に

は

関
係
が

な

く
､

従
っ

す

二

枚
物
価
に

は

直
接
的
な

関
係
は

な
い

と

な

し
､

通

貨
学
派
を

批
判
し

た
｡

と

は
い

ゥ

て

も

彼
ら

も
ま

た

退
蔵
貨
幣
の

機
能
を

明
確
に

認
識
し

え

な
か

っ

た
｡

ま
た

ー
サ

ー

タ

は
ス
､

､

､

ス

の

｢

流
通
の

二

部
門
分

割
+

の

誤
っ

た

概
念
を

導
入
し

た

た

め

｢

所
得
数
量
説
+

と
い

う
謬
見
に

陥
っ

た
｡

け

れ

ど

も

発
券
業
務
と

銀
行
業
務
と

を

区

別
す
べ

き

で

は

な
い
､

と

主
張
し

た
｡

こ

れ

は

最
大
の

メ

リ
ッ

ト

と
い

え

よ

う
｡

第
七

節
､

第
八
軒
､

ビ

ー

ル

は

恐
慌
防
止

策
に

通
貨
学
派
の

理

論
を

採
用
し
､

イ
ン

グ

ラ
ン

ド

銀
行

空
一

部
門
に

分
割
し
､

発
券
を

法
的
に

規
制
し
､

ま
た

中
央
銀
行
に

地

方

銀
行

を

統
制
す
る

権
限
を

与
え

る
ぺ

き

で

あ

る

と

主
張
し

た
｡

こ

の

主

張
を

盛

っ

た

法
案
が

議
会
を

通

過
し

て
一

八

四

四

年
の

ピ

ー

ル

条
例
が

成
立
し
た
｡

ピ

ー

ル

条
例
の

成
立

で

恐

慌
ほ

未
然
に

防
止
さ

れ

る

も
の

と

確
信
さ

れ

た
｡

し
か

し

そ

の

後
次
々

と

恐
慌
が

勃
発
し

た
｡

立

案
者
に

と
っ

て

は

甚
だ

不

名
誉
な
こ

と

で

は

あ
っ

た
が
､

一

八

四

七

年
､

五

七

年
､

六
六

年
の

恐
慌

に

際
し
､

ビ

ー

ル

条
例
を

維
持
し

ょ

う
と

す
れ

ば

恐
慌
は

ま

す
ま

す
激
化

し

て

行
き
､

ビ

ー

ル

条
例
を

停
止

す
る

と
い

う
通
告
を

出
す
だ

け

で

恐
慌

を

鎮
静
化
さ
せ

る
こ

と

が

出

来
た
｡

こ

こ

に

ビ

ー

ル

条
例
は

そ
の

弱
点
な

い

し

欠
陥
を
い

か

ん

な

く

暴
弄
す
る
に

い

た
っ

た
｡

｢
…

に

対
し

銀
行
学
派
は
､

銀
行
券
は

本

質
上

他
の

借
用
貨
幣
と
区
別
さ

れ

る

+

L



一 橋論叢 第六十 巻 第三 号 ( 86 )

〔

博
士
輪
文
♯

重
要
旨
〕

論
文

題
目

｢

イ

ギ

リ

ス

金
本

位
制
成

立

史
+

論
文
審
査

担
当
者

高

横

泰

赫
■

小

泉

明

長

澤

惟

恭

一

本
論
文
は
､

イ

ギ

リ
ス

に

お

け
る

金
本
位
制

度
の

成
立
の

歴
史
を

明
ら

か

に

す
る
こ

と

を

直
接
の

目
的
と
し

て
､

そ
こ

に

至
る

ま

で

の

イ
ギ

り
ス

の

貨
幣
制
度
､

発
券
制
度
の

発
展
を

跡
づ

け
､

そ

の

経
過
を
､

そ

れ

ぞ
れ

の

時
期
に

お

け
る

イ

ギ

リ
ス

の

社
会
的
､

政
治
的
お

よ

び

経
済
的
諸
事
情

の

変
遷
に

関
わ

ら
し

め

て

解
明
し

ょ

う
と
し

た

克
明
な

歴
史
研

究
で
あ

る
｡

論
述
は
､

次
の

三

つ

の

段
階
に

分
け
て

行
な
わ

れ

る
｡

す
な

わ

ち
､

(

一

)
､

一

七

七

四

年
の

金

貨
再
鋳
造
法
に

至
る

ま
で

の

イ

ギ

リ
ス

に

お

け

る

金
鋳

賃
制
度
の

確
立
過
舞
､

(

二
)

､

一

七

九
七

年
の

銀
行
制
限
条
例
か

ら
､

地

金
論
争
､

一

八

〓
ハ

年
の

金
串
本
位
制
実
施
条
例
の

成
立
を

軽
て
､

一

八

ニ
ー

年
の

銀
行
制
限
条
例
の

撤
廃
に

至
る

イ

ギ

リ
ス

の

通
貨
､

為
替
お

よ

び

物
価
の

変
動
と
､

そ

れ

ら
の

背
景
を

な

す
政

治
的
お

よ
び

経
済
的
諸

事

情
の

交
錯
､

(

三
)

､

銀
行
制
限
条
例
の

撤
廃
か

ら
一

八
四

四

年
の

イ
ン

グ

ラ
ン

ト

銀
行
条
例
の

公

布
に

室
る

ま
で

の

経
済
事
情
､

と

く
に

そ

の

間
に

あ

ら

わ

れ

た

近
代
的
恐
慌
の

尿
路
と

そ
の

経
過
､

こ

れ

で

あ

る
｡

筆
者
は
､

イ

ギ

リ

ス

に

お

け

る

金
本
位
制
度
の

基
本
的
な

骨
組
ほ
､

事

実
上
一

八
ニ
ー

.
年
の

イ
ン

ダ

ラ
ン

で

銀
行
券
の

全
面
的
な

免
換
再
開
に

よ

っ

て

成
立
す

る

と

し
､

さ

ら
に

こ

の

骨
組
の

肉
付
と

し
て

有
機
的
な
金

融

淵

組
織
の
一

応
の

整
備
が

え

ら

れ
た
一

八

四

四

年
の

い

わ

ゆ

る
ピ

ー

ル

銀
行

条
例
･の
公
布
の

時
期
を

も
っ

て
､

そ

の

完
成
を

見
た

と

す

る

前
述
の

よ

う

な

貨
幣
史
の

段
階
的
区
分
ほ
､

金
本
位
制
魔
の

成
立
を
､

金
準
備
を

基
礎

と

す
る

食
換
銀
行
券
発
行
制
度
の

具
体
的
な

確
立
に

あ

る

と

見
る
､

筆
者

の

明
確
な

問
題
意
識
に

し

た

が
っ

て

行
な
わ

れ

た

も
の

で

あ
っ

て
､

貨
幣

史
上
に

お

け

ろ

金
本
位
制
度
の

意

義
に

つ

い

て

の

筆
者
の

周
到
な

歴
史
研

究
に

基
づ

く
解
釈
を

前
捷
と

す
る

も
の

と
い

っ

て

よ

い
｡

〓

筆
者
は
､

前
述
の

意
味
に

お

け

る

イ

ギ

リ

ス

の

貨
幣
史
の

第
一

の

段
階

を
､

そ

の

第
一

草
｢

イ

ギ

リ

ス

に

お

け

る

金
本
位
制
の

成
立

過
鍵
+

に

お

い

て

取
扱
い
､

本

論
の

主
題
に

つ

い

て

い

え

ば
､

そ
の

前
史
と

も
い

う
ぺ

き

金
鋳
貨
制
度
の

成
立
過
程
に

注
意
を

集
中
す
る

と

と

も
に
､

金
銀
の

生

産
事
情
の

変
化
､

金
貨
鋳
造
の

歴
史
等
を

考
慮
し

な
が

ら
､

中
世
以

降
の

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

全
域
に

及
ぷ

金
銀
闘
争
の

歴
史
を

背
景
と

し
て
､

イ

ギ

リ

ス

に

お

け

る

金
銀
複
本

位
制
の

成
立
の

過
餐
を
､

詳
細
に

追
求
す
る
｡

す

な
わ

ち
こ

こ

で

筆
者
は
､

イ

ギ

リ
ス

の

貨
幣
史
の

こ

の

段
階
を
､

十
四

世

紀
に

お

け

る

金
貨
の

鋳
造
か

ら
､

⊥

七
一

七

年
の

三
1

ト
ン

の

提
案
に

基
づ

く
通

貨
改
革
に

至
る

ま

で
の

時
期
と
､

そ
れ

以

降
一

七

七

四

年
の

金

貨
再
鋳
造

法
を

経
て
､

一

七

九
八

年
の

終
局
的
な

金
銀
肢
行
本
位
制
へ

の

移
行
ま

で

の

時
期
と
に

区
分
し

て
､

そ
の

貨
幣
制
度
が
､

貿
易
構
造
の

特

殊
性
と

鋳
造
比

価
と

市
場
比

価
の

阻
髄
を

通
じ
て
､

法
制
上

は

金
銀
複
本

位
制
の

ま

ま
､

次
第
に

事
実
と
し

て

の

金

単
本
位
制
に

よ
っ

て

お

き

か

え

一
〕



ら

れ

て

行
く
過
良
を

詳
述
す
る
｡

そ

し
で

筆
者
は
､

こ

の

後
の

時
耕
に

お

け

る

市
場
此

価
の

変
動
を

中
心
に
､

そ
の

政
治
的
経
済
的
事
情
の

変
遷
を

跡
づ

け

る
こ

と
に

よ
っ

て
､

イ

ギ

リ
ス

に

お

け
る

事
実
と

し

て

の

金
本
位

制
の

発
端
は
､

こ

の
一

七
一

七

年
の

改
革
に

婦
ま

る

と

す
る

見
解
を

基
礎

づ

け
て

い

る
｡

三

前
述
の

意
味
に

お

け

る

貨
幣
史
の

第
二

の

段
階
に

関
す
る

研
究
は
､

本

論
文
の

第
二

章
か

ら

第
四

章
に

亘

る

部
分
と

解
さ

れ

る
の

で

あ

る

が
､

筆

者
は

さ

ら
に
､

こ

れ

至
一

つ

の

時
期
に

分
け
て

考
棄
し
､

前
の

部
分
で

は
､

+

七

九
七

年
の

銀
行
制
限
条
例
と
､

こ

れ
に

続
い

て

い

わ

ゆ

る

地

金
論
争

が

展
開
さ
れ

る
一

八
一

〇
年
頃
ま

で
の

期
間
に

お

け

る

通

貨
､

為
替
､

物

価
の

諸
事
情
の

推
移
を

克
明
に

追
求
す
る
｡

そ

し

て

そ

の

こ

と

を

通
じ
て
､

ナ
ポ

レ

オ

ン

戦
争
と

産

業
革
命
の

時
期
を

特
色
づ

け

る

イ
ギ

リ

ス

の

通
貨
､

金
融
問
題
の

解
明
に

努
め
て

い

る
の

で

あ

ろ
｡

筆
者
ほ

そ

れ
に

対
し

て
､

第
二

辛
｢

一

七

九
七

年
の

銀
行
制
限
条
例
の

背

き
と

第
三

草
｢

地

金
論

争
の

背
景
+

と

を

あ
て

て

い

る
｡

夜
の

部
分
に

対
し
て

は
､

第
四

草
｢

イ

報

ン

グ

ラ
ン

ド

銀
行
制
限
条
例
の

撤
廃
へ

の

道
+

と
い

う
本
論
文
の

約
三

分

( 87) 兼

の
一

を

占
め

る

論
述
が
こ

れ

に

あ

て

ら

れ
て

い

る
の

で

あ

る

が
､

こ

こ

で

は
､

地

金
論
争
の

終
結
の

前
後
か

ら
､

⊥

八

〓
ハ

年
の

金
半
本
位
制
実
施

条
例
の

成
立
を

経
て
､

筆
者
の

い

わ

ゆ

る

事
実
と
し

て

の

イ

ギ

リ
ス

の

金

本
位
制
度
の

骨
組
が

成
立
し

た

と

さ

れ
る
一

八

二
一

年
の

銀
行
券
尭
換
再

開
に

至
る

ま
で

の

十
数

年
に

お

け
る

通
貨
事
情
､

物
価
こ

と
に

穀
物
価
格

の

変
化
､

為
替
市
況
の

変
動
等
を

中
心
に
､

貿
易
構
造
の

変
化
を

と
も

な

ゥ

て

発
展
し

て

行
り

た

イ

ギ

リ

ス

の

経
済
事
情
の

推
移
が
､

克
明
に

追
跡

さ

れ
て

い

る
｡

こ

の

部
分
の

解
明
は
､

前
二

革
の

湯
合
と

同
様
に
､

主
と

し
て

ト
ナ

ー

ク
■の
『

物
価
史
』

全
五

巻
(

一

八

三

八

-
一

八
五

七
)

を

中

心
に
､

多
く
の

文
献
に

つ

い

て

の

詳
細
な

吟
味
と
､

そ

れ

ら
の

文
献
か

ら

利
用
可
能
な

当
時
の

種
々

の

統
計
資
料
の

綿
密
な

分
析
あ

る

い

は

比

較
研

究
を

拠
り

処
と

す
る

も
の

で

あ

る

が
､

こ

の

よ

う
な

歴
史
の

研
究
に

基
づ

い

て
､

筆
者
は

ま
た
､

通

貨
論
争
を

通
じ
て

次
第
に

明
ら

か

に

な
っ

て

き

た

後
の

通
貨
主
義
お

よ

び

銀
行
主
義
と
い

う
二

つ

の

対
立
す
る

貨
幣
思
想

･の
そ

れ

ぞ
れ

の

性
碑
を
､

歴

史
的
な

事
実
の

推
移
に

照
ら

し

て

評
価
し
､

リ

カ

ー

ド

の

貨
幣
理
論
の

も
つ

欠
陥
を

明
ら
か

に

す
る
こ

と
に

務
め

て

い

各
｡

す
な

わ

ち

筆
者
は
､

前
述
の

諸
文
献
を

用
い

て
､

当
時
の

商
品
価
格

の

変
動
を

最
も

良
く
代
表
す
る

と

思
わ

れ

る

穀

物
価
格
の

変
動
を

詳
細
に

吟
味
し
､

こ

れ

と

と

も
に

輸
出
商
晶
価
格
の

変
動
､

金
価
希
お

よ

び

為
替

相
場
の

動
静
､

銀
行
券
発
行
高
の

増
減
を
､

そ

れ

ぞ

れ

年
代
を

追
っ

て

綿

額
に

追
跡
し
､

そ

れ
に

よ
っ

て
､

銀
行
券
発
行
高
の

増
(

減
)

1

物
価
の

騰

(

落
)

1

為
替
相
場
の

下
落
(

上

昇
)

1
金

価
格
の

騰
(

落
)

と
い

う

法
則

性
を

主

張
す
る
リ

カ

ー

ド

の

数
量
説
的
な
見
解
が
､

こ

の

時
代
の

事
実
に

は
一

致
し

な
い

こ

と
を

立
証
し

て

い

る
の

で

あ
る
｡

四

.

第
三

の

段
階
に

関
す
る

研
究
は
､

本
論
文
の

約
四

分
の
一

を

占
め

る

第

｢

五

章
｢

恐
慌
と
ど

-

ル

銀
行
条
例
+

に

お
い

て

取

扱
わ

れ
て

い

る

部
分
で

あ

る

が
､

こ

こ

で

ほ

筆
者
は
､

筆
者
の

い

わ

ゆ

る

骨
組
の

成
立
を

終
っ

た

一7

イ

ギ

リ
ス

の

金
本
位
制
度
が
､

有
機
的
な
金

融
泉
織
の
一

応
の

完
成
を

え

朗



｢
‾

一 橋論叢 第六十巷 第三号 ( 細 )

て

金
本
位
制
克
と

し

て
の

確
立
を

見
た
一

八

四

四

年
の

ど

-

ル

銀
行
条
例

に

至
る

ま

で

の

歴
史
的
な

諸
事
情
の

推
移
を
､

一

八
二

五

年
を

始
め

と

す

る

近

代
的
な

周
期
的
過

剰
生

産
恐
慌
の

分
析
を

中
心
に

追
求
し
､

そ

れ

ら

の

変
動
の

過
喪
を

通
じ
て

具
体
化
さ

れ
て

き

た

こ

の

間
に

お

け

る

イ
ギ

リ

ス

の

金
融
叔
繊
の

発
展
と
､

そ

れ
に

と

も

な
っ

て

行
な

わ

れ

た

浩
制
の

変

化
の

過
程
と
を

明
ら

か
に

す
る
｡

こ

の

間
筆
者
は

ま

た
､

こ

れ

ら
の

史
実

の

分
析
を

通
じ

て
､

当

時
の

通

貨
主
義
と

銀
行
主
義
の

貨
幣
理

論
の

歴
史

的
背
景
を

明
ら

か

に

し
､

他
方
で

ほ
､

こ

の

い

わ
ゆ

る

通
貨
論
争
を

経
て
､

通
貨
主
義
の

考
え

方
の

最
終
的
な

勝
利
を

意
味
す
る
一

八

四

四

年
条
例
の

成
立
に

至
る

過
笹
を

吟
味
し
､

こ

の

分
析
の

帰
結
と

し

て

の

同

条
例
に

対

す
る

筆
者
の

批
判
を

展
開
す
る
｡

と

く
に

筆
者
は
､

こ

れ

ら
の

史
実
の

分

析
の

結
果
に

照
ら
し

て
､

一

方
で

は
､

一

八
二

五

年
の

恐
慌
の

経
過
の

追

求
か

ら
､

イ
ン

グ

ラ
ン

ド

銀
行
が

中
央
銀
行
と

し
て

確
立
さ

れ

て

行
く

過

幕
の

発
端
が

こ

こ

に

見
出
さ

れ

る
こ

と

を

明
ら
か

に

す
る

と

と

も

に
､

他

方
で

は
､

一

八
二

六

年
お

ょ

び
一

八
三
三

年
の

銀
行
条
例
に

対
し

て
､

金

本
位
制

虔
の

本
質
に

関
す
る

筆
者
の

基
本
的
な
見
解
を

反
映
す
る

注
意
深

い

解
釈
を

試
み
､

こ

れ

に

銀
行
制
度
の

近
代
化
を

進
め
る

二

つ

の

転
機
と

し

て

の

高
い

評
価
を

与
え

て

い

る
｡

五

以
上
の

よ

う
に

本
論
文
は
､

こ

れ

ま

で

数
多
ぐ
の

研
究
が

行
な
わ

れ

て

き

た

イ

ギ

リ
ス

に

お

け
る

近
代
貨
幣
史
､

こ

と
に

金
本
位
制
度
の

生

成
､

発
展
に

関
す
る

歴
史
の

う
ち
､

従
来
そ
の

阻
織
的
研
究
に

お

い

て

此
校
的

空
自
の

ま

ま

残
さ

れ

る

部
分
の

多
か
っ

た

と

考
え

ら

れ

る

金
本
位
制
度
確

立
の

時
期
に

つ

い

て
､

そ
の

通
貨
､

金
融
事
情
の

変
遷
に

関
す
る

包
括
的

淵

な

分
析
を

試
み

た

研
究
と

し
て
､

棲
め

て

高
い

学
問
的
価
値
を

も
つ

も
の

と
い

っ

て

よ
い
｡

筆
者
は
､

金
本
他
制
度
そ

の

も
の

の

本
質
に

関
す
る

そ

の

基
本
的
見
解
に

し

た

が
っ

て
､

そ
れ

を
､

金
準
備
を

基

礎
と

す

る

銀
行

券
発
行
制
度
に

つ

い

て

の

明
確
か

つ

現
実
的
な

規
定
を

含
み
､

中
央
銀
行

と
､

銀
行
を

中
心

と

す
る

金
融
機
関
と
の

有
横
的
な

組
織
お

よ

び

そ

れ

ら

の

活
動
の

場
と
し

て

の

金

融
市
場
の

整
備
を

前
線
と

し
て

具
体
的
に

成
立

つ

歴
史
的
な

貨
幣
制
度
に

外
な
ら

な
い

と

見
る
｡

筆
者
の

こ

の

よ

う
な

見

解
は
､

金
本
位
制
虔
を

も
っ

て
､

一

面
に

お

い

て

は
､

イ

ギ

リ
ス

を

中
心

に
､

近
代
的
国
民
蓮
済
の
一

定
の

発
展
段
階
に

照
応
し

て

成
立
し

た

貨
幣

制
度
に

外
な

ら

な
い

と

見
る

と

と

も
に
､

他
面
に

お
い

て

は
､

逆
に

歴
史

と

し
て

の

イ

ギ

リ

ス

の

金
本
位
制

虔
の

発
展
の

過
程
を
､

こ

の

よ

う
な

見

解
に

照
し
て

分
析
す
る

と
こ

ろ

か

ら

明
ら
か

に

さ

れ
て

き

た

も
の

と

解
し

て

差
支
え

な
い

で

あ

ろ

う
｡

筆
者
は
､

こ

の

地

金
論
争
か

ら

通
貨
論

争
に

至
る

近

代
の

貨
幣
借
用
理

論
の

展
開
期
で

も

あ
っ

た

時
期
の

複
楚
な

歴
史

的
諸
事
情
の

推
移
を
､

こ

の

意
味
に

お

け

る

金
本
位
制
度
の

骨
阻
の

成
立

か

ら
､

そ
の

肉
付
を

え

て
一

応
の

完
成
を

見
る
に

至
る

過
程
と
し

て

整
理

す
る
こ

と
に

よ

り
､

焦
点
の

棲
め

て

明

確
な

貨
幣
史
の

展
開
に

成
功
し

て

い

る

と

評
す
る
こ

と
が

で

き

る
｡

同
時
に

上
述
の

理
由
に

よ
っ

て

本
論

文

は
､

こ

れ

ま
で

イ
ン

タ

ラ
ン

ド

銀
行
史
の

う
ち
で
､

そ
の

通
史
的
な

研
究

が

比

較
的
欠
け
て

い

た

と

思
わ

れ

る

同

時
期
の

部
分
に

つ

い

て
､

獲
め

て

有
益
な

素
描
を

与
え

た

も
の

と
し

て

も

高
く

評
価
さ

れ
て

よ
い
｡

し

か

し

な

が

ら

本
論
文
に

は

若
干
の

欠
点
が

な
い

わ

け
で

は

な
い
｡

た

と

え

ば

筆

者
の

リ

カ

ー

ド

の

貨
幣
理

論
の

欠
陥
に

対

す
る

批
判
的
研
究
は
､



参
考
論
文
と

も

併
せ
て

そ
の

要
点
を

突
い

た

も
の

と

評
し

う
る

と
こ

ろ

で

は

あ

る

け

れ

ど

も
､

そ

の

吟
味
に

つ

い

て

は

資
料
の

利
用
が

極
め

で

綿
密

で

あ

る

と

は
い

え
､

本
来
リ

カ

ー

ド

の

所

説
を

排
す
る

意
囲
を

含
ん

で

善

か

れ

た

ト
ゥ

ー

ク
の

『

物
価
史
』

が

拠
り

処
と

さ

れ
て

い

た

と
い

う
点
に

お

い

て

な

お

問
題
を

残
す
も
の

と
い

い

う
る

で

あ

ろ

う
｡

さ

ら
に

金
本
位

制
度
の

具
体

的
内
容
を

構
成
す
る

も
の

と

し

て

筆

者
が

強
調
す
る

金
融
横

関
こ

と

に

近

代
的

銀
行
制
度
の

形
成
と

発
展
､

手
形
割
引
市
境
の

動
静
と

そ

の

変
遷
､

銀
行

券
と

預
金
通
貨
と
の

協
働
の

上
に

成
立
す
る

借
用
制
度

の

発
展
等
に

関
す
る

そ

れ

ぞ
れ

の

史
実
の

解
明
に

お

い

て

は
､

本
論
文
の

他
の

部
分
に

此

較
し
て
､

や

や

不

十
分
な

点
が

あ

る
こ

と

も

否
定
さ

れ

難

ヽ

○

-
V

六

し

か

し

以

上
の

よ

う
な

若
干
の

残
さ

れ

た

問
題
は
､

い

わ

ば

望
萄
的
批

判
に

属
す
る

も
の

で

あ
っ

て
､

筆
者
が

本
論
文
を

通
じ
て

明

ら
か

に

し

た

イ

ギ

リ
ス

の

金
本
位
制
度
確
立
期
に

関
す
る

歴
史
の

研
究
は
､

通

貨
お

よ

び

金
融
史
の

分

野
に

お

い

て
､

学
界
に

対

す
る

極
め
て

有
益
な

寄
与
を

含

む

も

の

と

し
て
､

そ

の

成
果
は

十
分
に

高
く

評

価
さ

れ

な

け
れ

ば

な

ら

な

ヽ

○

､

.∨
よ
っ

て

審
査

員
は
､

所
定
の

試
験
の

成

績
と

も

併
せ

考
え
､

筆
者
が
一

橋
大
学
商
学
博
士
の

学
位
を

う
け

る
に

足
る

も
の

と

認
定
す
る
｡

昭

和
四

十
三

年
五

月
十
三

日

一

乗)9
史
U

′

.ヽ

Jほ9




